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  【調査研究の概要】 
  今、家庭の在り方が問われている。特に、子どもたちのあいさつや整理整頓など、基

本的生活習慣の欠如が指摘され、家庭でのしつけについて、その方法や親の意識に課題

があるとの意見もある。このように家庭の教育力の低下が叫ばれている中、小学校入学

時の子どもに焦点を当て、教員と保護者にアンケート調査を実施した。この調査結果を

基に、小学校の教育活動の一環として位置付けた家庭教育へのアプローチの方策につい

て研究を進め、モデルプランを作成し提案することとした。 


